
兵庫の経済成長と歩む

神
戸
港
の
沖
合
に
あ
る
神
戸
空
港
島

手
前

神戸空港の年間乗降客数は地方管理空港の中では群を抜く多さ

神戸空港マリンエア

　
１
５
４
万
の
人
口
を
擁
す
る
神
戸
市
。
神
戸
空
港
は
そ
の
中
心
で
あ
る
三
宮
か
ら
わ
ず
か

分
と
い
う
好
立
地

に
あ
り
、
地
方
管
理
空
港
で
ト
ッ
プ
の
搭
乗
客
数
を
誇
る
。
し
か
し
現
在
、
運
用
時
間
や
発
着
枠
に
は
制
限
が
課

せ
ら
れ
、
能
力
は
フ
ル
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
設
置
管
理
者
で
あ
る
神
戸
市
は
、
兵
庫
県
な
ど
と
毎
年
、
国
に

対
し
て
こ
れ
ら
規
制
の
緩
和
と
近
隣
の
関
西
国
際
空
港

関
空

や
大
阪
国
際
空
港

伊
丹
空
港

と
の
３
空
港

一
元
管
理
を
要
望
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。
関
空
と
伊
丹
空
港
が
２
０
１
２
年
７
月
に

経
営
統
合
し
、

年
度
中
の
運
営
権
売
却

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
目
指
す
中
、
神
戸
空
港
の
扱
い
は
棚
上
げ
さ

れ
た
ま
ま
だ
。
た
だ
、
兵
庫
・
神
戸
の
発
展
に
は
同
空
港
の
規
制
緩
和
が
不
可
欠
で
、
地
元
自
治
体
や
産
業
界
は

緩
和
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ね
ば
り
強
く
続
け
て
い
る
。

空
港
規
制
の
緩
和
不
可
欠

関
西
発
展
に
も
貢
献
多
大
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神
戸
空
港
の
設
置
管
理
者

で
あ
る
神
戸
市
を
は
じ
め
兵

庫
県
、
神
戸
商
工
会
議
所
な

ど
は
、

年
度
に
も
引
き
続

き
「
３
空
港
の
一
体
運
営
」

や
規
制
緩
和
に
向
け
た
機
運

の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
兵
庫
県
と
伊
丹
市
で
構

成
す
る
大
阪
国
際
空
港
利
用

促
進
協
議
会
は
、
７
月
に

「
第
１
回
関
西
全
体
の
航
空

需
要
拡
大
に
つ
い
て
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
」
を
伊
丹
市
で
開

い
た
。

　
約
２
０
０
人
の
参
加
者
を

前
に
角
和
夫
阪
急
阪
神
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
は
「
格

安
航
空
会
社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

で

減
っ
た
利
用
客
を
取
り
戻
す

に
は
、
神
戸
空
港
の
夜
間
の

運
行
時
間
を
延
長
す
る
以
外

に
な
い
」
と
説
い
た
。

　

月
に
は
兵
庫
県
と
神
戸

市
が
主
催
し
、
神
戸
市
で
第

２
回
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
こ
で
は
大
橋
忠
晴
神

戸
会
議
所
会
頭
が
、
神
戸
空

港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
中
心

に
規
制
緩
和
と
関
西
３
空
港

の
統
合
を
改
め
て
訴
え
た
。

さ
ら
に

月
、
兵
庫
県
が
主

催
し
た
「
関
西
全
体
の
航
空

需
要
拡
大
に
つ
い
て
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、

安
藤
圭
一
関
空
社
長
は
「
３

空
港
一
体
運
用
が
望
ま
し

い
」
と
持
論
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
神
戸
商
工
会
議
所

を
中
心
に
組
織
す
る

世
紀

神
戸
空
港
活
用
促
進
協
議
会

は
、
７
月
の
総
会
時
に
高
橋

洋
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航

空
社
長
や
齋
藤
貞
夫
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ｏ
社
長
が
海
上
空
港
で
あ

る
神
戸
空
港
へ
の
期
待
な
ど

に
つ
い
て
講
演
。

月
に
は

神
戸
空
港
の
利
用
促
進
や
活

性
化
を
目
的
に
「
主
要
企
業

ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
い
た
。

人
が
参
加
し
、
こ
こ
で
も

運
用
時
間
の
延
長
、
発
着
枠

の
拡
大
、
テ
ナ
ン
ト
の
充
実

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　
こ
う
い
っ
た
動
き
を
踏
ま

え
て
、
久
元
喜
造
神
戸
市
長

は
１
月

日
の
定
例
会
見
に

お
い
て
「
１
日

往
復
の
発

着
枠
は
４
月
で
埋
ま
る
。
規

制
緩
和
を
進
め
る
に
は
搭
乗

率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
客
が
大
半
の
神
戸

空
港
を
、
観
光
で
も
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
旅
行
会
社

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
つ
な

ど
、
地
道
な
努
力
で
搭
乗
率

を
上
げ
、
規
制
緩
和
に
つ
な

げ
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
引
き
続
き

年
度
も
規
制

緩
和
や
３
空
港
一
体
運
営
に

取
り
組
む
姿
勢
は
変
わ
ら
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「
京
」
に
よ
る
成
果
も
出
始

め
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

人
工
多

能
性
肝
細
胞

」
に
よ
る
網

膜
再
生
医
療
の
研

究
も
加
速
し
て
い

る
。
こ
れ
に
「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

刺

激
惹
起
性
多
能
性

じ
ゃ
っ
き

獲
得
細
胞

」
が

加
わ
り
、
兵
庫
・

神
戸
だ
け
で
な
く

関
西
発
展
の
シ
ー

ズ
は
こ
こ
へ
き
て

急
速
に
整
い
つ
つ

あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
存
分

に
生
か
す
た
め
の

空
の
窓
口
と
し

て
、
神
戸
空
港
が

果
た
す
べ
き
役
目

は
非
常
に
大
き

く
、
規
制
緩
和
に

向
け
た
さ
ら
な
る

地
域
の
声
の
結
集

が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
国
土
交
通
省
の
空
港
管
理

状
況
調
書
に
よ
る
と
、
神
戸

空
港
の
年
間
乗
降
客
数

国

内
・
国
際
線

は
２
４
１
万

人

２
０
１
２
年
度

。
こ

れ
は
国
内

空
港
の
う
ち
、

国
管
理
空
港
の
広
島
空
港

２
６
５
万
人

に
次
ぐ

位
に
位
置
す
る
が
、
地
方
管

理
空
港

港
中
で
は
ト
ッ
プ

に
あ
た
る
。
２
位
の
石
垣
空

港

１
６
８
万
人

や
３
位

の
岡
山
空
港

１
３
２
万

人

に
大
き
く
水
を
あ
け
て

い
る
。

　
た
だ
、

年
２
月
の
開
港

以
来
、
乗
降
客
数
と
搭
乗
率

は

年
度
の
２
９
７
万
人
と

年
度

・
５
％
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、

年
度
の
搭
乗

客
数
は
２
４
１
万
人
、
搭
乗

率
は

・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
最
大
の
理
由
は
運
用

時
間
と
発
着
枠
の
制
限
だ
。

関
空
と
神
戸
空
港
は
騒
音
問

題
が
発
生
し
に
く
い
海
上
に

あ
り
、

時
間
運
用
が
可
能

だ
。

　
し
か
し
、
実
際
に
運
用
さ

れ
る
時
間
は
関
空
の

時
間

に
対
し
神
戸
空
港
は
７
―

時
の

時
間
に
止
ま
る
。
発

着
枠
回
数
も
関
空
は
制
限
が

な
い
が
、
神
戸
空
港
は
１
日

発
着

往
復
便

、
年

間
２
万
回
を
上
限
に
制
限
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
際
便

は
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
と
チ

ャ
ー
タ
ー
便
だ
け
と
、
い
わ

ば
手
足
を
縛
ら
れ
た
状
態

だ
。

　
こ
れ
は
昭
和

年
代
、
神

戸
沖
へ
空
港
を
建
設
す
る
案

が
浮
上
し
て
以
来
の
経
緯
や

関
空
、
伊
丹
空
港
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
き
て
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
い
な
が
ら

も
、
空
港
本
体
で
は
乗
降
客

数
・
搭
乗
率
の
向
上
を
地
道

に
進
め
て
い
る
。

　

年
は
６
月
に
５
基
目
の

航
空
旅
客
搭
乗
橋
を
完
成
。

こ
れ
ま
で
時
間
に
よ
っ
て
は

旅
客
が
地
上
を
歩
い
て
飛
行

機
に
搭
乗
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
の
を
解
消
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
た
。
同
月
、

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

ス
カ
イ
ネ

ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空

が
沖
縄

便
を
１
日
３
便
、
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

Ｏ

エ
ア
・
ド
ゥ

も
札
幌

新
千
歳

便
を
１
日
２
便

就
航
し
た
。
翌
７
月
に
は
ス

カ
イ
マ
ー
ク
が

年
５
月
以

来
、
約
３
年
ぶ
り
に
石
垣
便

１
日
１
便

を
復
活
し
、

月
に
は
米
子
便

同
２

便

を
就
航
さ
せ
た
。
こ
れ

ら
の
効
果
も
あ
り
、
当
初
予

想
よ
り
約
２
年
遅
れ
は
し
た

が

年
１
月
に
搭
乗
者
２
０

０
０
万
人
を
達
成
し
た
。

年
は
４
月
に
仙
台
便

同
２

便

を
就
航
予
定
で
、
現

在
、
こ
れ
ら
に
全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ
Ａ

を
加
え
た
４
社

が
国
内
８
都
市
に
毎
日

便

を
運
行
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
良
い
話
ば
か
り
で

は
な
い
。
全
日
本
空
輸
は
、

神
戸
空
港
で
航
空
貨
物
を
扱

う
事
業
に
つ
い
て
、
３
月
末

の
廃
止
を
決
定
し
た
。
開
港

８
年
で
貨
物
の
取
り
扱
い
が

な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
、

７
月
に
復
活
さ
せ
た
ば
か
り

の
石
垣
便
を
、
搭
乗
率
低
迷

か
ら
３
月
末
で
休
止
す
る
な

ど
、
利
用
拡
大
へ
の
取
り
組

み
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

て
い
る
。


